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　明けましておめでとうございます。皆様には、清々し

い新年をお迎えのことと、心からお喜び申し上げます。

　昨年は、新政権による経済政策などにより県内景気に

も明るい兆しが見え、スポーツでも、前橋育英高校が夏

の甲子園大会初出場で全国制覇、大学野球でも上武大学

が初優勝するなど、本県勢の大活躍は県民に勇気と感動

を与えてくれました。また、長年にわたる課題であった

八ッ場ダムも、本体着工と地元の生活再建に向けて大き

く前進した1年となりました。

　さて今年は午年、群馬県飛躍の年です。

　6月には、いよいよ｢富岡製糸場と絹産業遺産群｣の世界遺

産登録が期待されます。登録決定に向けて万全を期すととも

に、県民の誇りであるこの貴重な遺産を国内外に積極的に発

信し、観光や地域振興に生かす取り組みを進めて参ります。

　また、景気回復の動きを県内隅々に行き渡らせ、経済

の持続的な成長につなげていく必要があります。首都圏

から100kmという群馬の立地を生かし、私が先頭に立っ

て企業誘致など経済の活性化に取り組むとともに、北関

東自動車道の開通により形成された高速道路の十字軸を

最大限に活用できるよう、「7つの交通軸」の整備を完

成年度を明示して着実に進めて参ります。

　さて、第6回目となる「花と緑のぐんまづくり2014」

が本年4月19日から5月18日まで沼田市で開催されま

す。「歴史と文化に市民の手で花を添えよう（市制60周

年を迎えて）」をテーマに沼田市から群馬の元気を発信

し、魅力ある観光資源とともに美しい花と緑でたくさん

の方をおもてなししたいと考えております。

 そして、群馬がさらに大きく羽ばたいていくためには、

我々県民が郷土を知り、誇りと愛着を深めていくことが大

切であります。私たちのふるさとは、四季折々の美しい自

然にあふれ、古代から東国文化の中心として栄えた地で

す。こうした先人から受け継いできた財産を積極的に生か

しながら、群馬の可能性を高めていきたいと思います。

　地域の誇れる景観の形成や緑化の推進には、造園建設

業協会の皆様のご協力が必要不可欠です。

　今年も、「現場主義」と「県民目線」で県政運営に取り

組み、県民の皆様と力を合わせて、ふるさと群馬の発展に

全力を尽くす決意であります。皆様の一層のご理解とご協

力をお願い申し上げ、新年のあいさつといたします。

変革な時代に新たな一歩の年

　新年あけましておめでとうございます。

　会員の皆様におかれましては、ご健勝にて新しい年を

迎えられましたことに心よりお喜び申し上げます。昨年

は、組合を資産管理組合にし、組合活動を、協会へ移行

し協会の組織の強化を進めていくことになりました。改

めて会員皆様のご協力に感謝申し上げます。

　今、私達を取り巻く経済状況や社会環境は、大きく変

わっています。本年も我々業界の経済環境は、依然とし

て厳しい状況が続くと思われます。この変革の時代であ

りますが、時代の変化に対応しながら、業界の活性化を

計らねばならないと思います。研修会や協会員の、さら

なる技術の向上に取り組んでいるところです。

　昨年10月には、９年に一度の関東甲信造園建設連絡協

議会が、草津温泉のホテルにて開催されました。八ッ場

ダムの見学をしていただき、ホテルにて分科会方式で進

めました。

　三分科会により、環境森林税について、伝統技術と最

新技術の継承と取り組みについて、次世代と会員拡大に

ついて、県外より38名、会員31名の計69名で協議検討

しました。それぞれの県毎に税の件、伝統技術、次世代

の件について、真剣な発言のもと、意義のある協議会が

開催出来たことに、業界の方向も見えてきた様に思えま

した。

　今年も「ふるさとキラキラフェスティバル」が沼田中

央公園を中心に沼田市街地に於いて開催されます。社会

貢献事業の一環として、群馬県造園団体協議会の皆様と

共に、フェスティバルに協力し、観光県群馬を飾花を通

じて、おもてなしの心で迎える所存です。

　会員の皆様にとりまして、今年が明るく良い年になり

ます様にご祈念申し上げまして、新年のご挨拶と致しま

す。
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群馬県議会議員

橋爪　洋介
　新年明けましておめでとうございま

す。皆様におかれましては健やかに新

春をお迎えのこととお慶び申し上げま

す。

　昨年は夏に参議院選挙が執行され、

お蔭様で皆様方にたいへんお世話にな

り、自民党に勝利を与えていただきま

した。心より感謝申し上げます。この

勝利により、衆参における「ねじれ」、

国と地方の「ねじれ」が漸く完全解消

し、本格的な国を取り戻す政権、第

二次安倍内閣となりました。少し戻

り、春先には大型補正プラス景気回復

型新年度予算の所謂１５か月予算によ

り、円高対策、景気回復を切望する国

民に勇気を、社会に勢いを与える気風

が世に現れ、株高等の連動性も出てき

ました。秋には何と言っても「オ・

モ・テ・ナ・シ」東京五輪開催決定の

ニュースに国民全体が湧きに沸いたも

のです。ぜひ、地方にも「勢い」が早

く伝わってもらいたいですね。と願い

ながら原稿を書いております。

　さて、皆様からは毎年、自民党政調

会にご出席賜り、次年度当初予算要望

をいただいております。街路樹の管理、

有資格者活用の制度化、道路緑化の推

進などの建設的なご要望をいただいて

おります。とりわけ「街路樹の管理」

では経費率について特に配慮しなけれ

ばならないと認識を深めました。

　また、今年には「富岡製糸場」の世

界遺産登録や、来年は「北陸新幹線」

の高崎接続等、今後、人を迎える「お

もてなし」の為の美しい県土整備が求

められます。玄関先を掃き、水を打ち、

県民全員でお客様をお迎えしようでは

ありませんか。誇りや自信を持って。

　これからも夢のある未来を共に描い

て、今年一年引き続き、ご指導の程宜

しくお願い申し上げます。そして貴会

の更なるご発展、会員皆様のご多幸を

ご祈念申し上げ新年の挨拶といたしま

す。

群馬県議会議長

久保田順一郎
　明けましておめでとうございます。

　平成26年の新春を迎えるにあたり、

群馬県造園建設業協会の皆様に、県議

会を代表して、謹んで年頭のご挨拶を

申し上げます。

　昨年は、高校野球と大学野球で群馬

県勢が全国制覇を果たし、県民に大き

な感動を与えるとともに、群馬県の名

を全国にPRする良い機会にもなりま

した。さらに、八ッ場ダムの基本計画

が変更されるとともに本体工事着工が

決定されるなど、本県にとって、明る

い話題の多い年でありました。

　こうした中、県議会におきましては、

「県民に開かれた議会」「県民の意思

が反映される議会」を基本理念とする

議会基本条例に基づき、積極的な活動

を行っているところです。

　昨年から、通年会期制を見据えて、

従来の9月と11月の定例会をつなげた

3会期制を導入しました。これによっ

て、従来9月定例会で行っていた決算

審査がより充実して行えるようになり

ました。それぞれの事業の有効性を決

算でしっかりチェックした内容が、翌

年度の予算編成に反映されることにな

ります。このように県政に積極的に関

与していくことが、執行部との両輪で

ある議会の役目であると考えておりま

す。

　また、県内経済は、自動車関連産業

を中心に生産活動が活発となっている

ほか、公共投資の増加などを背景に、

景気は緩やかに回復しつつあります。

県内経済の本格的な回復に向けて、執

行部と連携・協力しながら全力で取り

組んで参る所存であります。

　新たな年を迎え、県民の皆様の安

全・安心な暮らしを守り、活力ある群

馬県を築くために、県民を代表する議

決機関としての責務を果たすべく、更

なる議会改革を進めてまいりたいと考

えております。

　結びに、群馬県造園建設業協会の今

後益々のご発展とご活躍を心から祈念

申し上げまして、新年のご挨拶といた

します。

群馬県議会議員

中沢　丈一
　新年明けましておめでとうございます。

　皆様には、ご家族お揃いで輝かしい新

春をお迎えのこととお慶び申し上げます。

　昨年は、参議院議員選挙では大変お世

話になりました。衆議院議員選挙に引き

続き圧勝することが出来ました。奢るこ

となく謙虚に国民・県民の声を受け止め、

安心・安全、国土強靭化に向かって取り

組んでまいりますので、変わらぬご支援

ご協力をお願い申し上げます。

　大胆な金融対策。機動的な財政政策。

民間投資を喚起する成長戦略。アベノ

ミクス(三本の矢)を、的を外すことな

く、確りと射ってまいります。群馬県も

公共事業15か月予算を組み、工期の平

準化、予算執行に努めてまいります。ま

た、「群馬がん治療技術地域活性化総合

特区」が国からの指定を受けましたので、

企業の医療産業への参入促進を図ります。

椎坂トンネルが11月22日開通。八ッ場

ダムも本体工事に入るメドが付きました。

　さて、今年は、引き続き鳥獣被害対策

に取り組んでまいります。防災対策をよ

り積極的に取り組まなければなりません。

特に土砂災害特別警戒区域の指定は喫緊

の課題です。農政減反政策の転換、農地

中間管理機構のあり方など新たな課題も

でてきました。

　一方、今年、富岡製糸場と絹産業遺産

群が世界遺産に登録の吉報を待ちたいと

思います。

　高崎競馬場跡地（10.8㌶）にコンベン

ション施設と、複合施設を建設し、ヒ

ト・モノ・情報が集まるハブ施設を目指

します。そして、議会提案で、「観光条

例」制定をめさし、観光資源（自然・歴

史・文化・景観・食・温泉）の開発に取

り組んでまいります。

　2020年東京オリンピック・パラリン

ピックの開催に向かって、群馬県も観光

への誘客、オリンピックキャンプ場の誘

致、道路網の整備、景観条例に基づく景

観計画の施工、スポーツ施設の改修と設

置など取組み、はばたく県政の一翼を担

当してまいりますので、今年もどうぞよ

ろしくお願い申し上げます。

　皆々様の、ご健勝ご活躍をお祈りいた

します。


